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[K291.64/63A] 

いせはら しせきとぶんかざいのまち

♯ いせはら 史跡と文化財のまち

作者：伊勢原市教育委員会教育部文化財課（いせはらしきょ

ういくいいんかいきょういくぶぶんかざいか）

刊行：平成 年（ ）
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 解題

■ 内容

『いせはら』は「伊勢原市の歴史と文化財を

ひろく紹介し、よき案内役を果たすために」伊

勢原市教育委員会により平成 年（ ）に企

画・刊行され、本書はその改訂版である。奥付

のタイトルは『史跡と文化財のまち いせはら』

となっている。「尽きることのない学習活動の手

助けとして、気軽なハイキングの友として」の

活用を期待して、モノクロながら写真も多く掲

載し、ふりがなも多用するなどの工夫が見られる。本書に明記されてはい

ないが、市制施行記念で昭和 年（ ）に伊勢原市教育委員会より刊行

された『史蹟と文化財のこのまちを語る』が元となっていると思われる。

「１ いせはらのあゆみ」には、徳川幕府開創後、家康により大山寺の

改革が行われて純粋に信仰の地として形を整えられ、江戸中期には庶民に

も大山詣りが大流行したことが述べられている。また「２ 伊勢原から大

山へ」では、伊勢原地区から大山に至る道筋の史跡や文化財が、関連する

歴史上の人物も含めて紹介されている。特に大山については、「大山寺縁起」

から現代にいたるまでの大山寺の歴史や、継承されてきた阿夫利神社の神

楽舞のような伝統芸能から、丑の刻参りで人形が打ちつけられたという「の

ろい杉」のようなハイキングの際の見どころまで、細かく項目を立てて紹
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介されている。文中に重要文化財指定等の説明も含まれるが、「８ いせは

らの指定文化財」でも大山を含む伊勢原市の文化財は一覧化されている。

■ 構成

構成は、１いせはらのあゆみ ２伊勢原から大山へ ３日向薬師を経て

大山へ ４三之宮比々多神社とその周辺 ５下糟屋高部屋神社から高森道

了尊へ ６沼目の八坂神社とその周辺 ７八幡台遺跡から岡崎城跡へ ８

いせはらの指定文化財 ９いせはらの略年表 索引 の 章で構成さ

れており、参考文献、伊勢原市教育委員会刊行図書が巻末に付されている。

 参考文献

『相模大山縁起：神奈川県語り物資料 上・下』神奈川県教育庁指導部文

化財保護課 神奈川県民俗シリ－ズ ・

『史蹟と文化財のこのまちを語る』伊勢原市教育委員会社会教育課

『伊勢原の仏像』伊勢原市教育委員会 （伊勢原市文化財調査報告 ）

原淳一郎「近世期名所のセット化と富士・大山参詣」 『日本歴史』 号

日本歴史学会 ［ ］

『相州大山今昔史跡めぐり』宮崎武雄著 風人社

『大山阿夫利神社』加藤美香子編 デアゴスティーニ・ジャパン 週

刊日本の神社

『相州大山信仰の底流：通史・縁起・霊験譚・旅日記などを介して』川島

敏郎著 山川出版社

＜視聴覚資料＞

『大山阿夫利神社の神事と神楽舞 普及編』神奈川県民俗芸能保存協会

ﾐﾝｿ ※別冊映像記録作品撮影報告書あり。記録編 ～ もあり。

『大山阿夫利神社の神事と神楽舞』神奈川県民俗芸能保存会

ｶﾅｶ
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